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単分子デバイスにおいて、高く明確な伝導度を有する分子ワイヤーの開発は重要な課題である。

これまでに我々は有機金属ポリイン分子ワイヤーが高い単分子電気伝導度を示すことを明らかと

してきた 1。一方で、アセチリド末端を持つ分子ワイヤーはブレイクジャンクション法を用いた単

分子電気伝導度計測時に広範な伝導度分布を示すことが知られており 2、有機金属ポリイン分子ワ

イヤーにおいてもブロードな伝導度分布がみられた。そこで本研究では支持配位子の立体を制御

することで伝導度分布の制御を試みた。 

有機金属分子ワイヤーの支持配位子であるキレートホスフィン配位子にビフェニル（2）および

tert-Buビフェニル置換基を導入した 3をそれぞれ合成した。2TMSの結晶構造からビフェニル置換

基の立体が分子ジャンクション形成時に影響を及ぼすことが期待できる。STMブレイクジャンク

ション法による単分子電気伝導度計測の結果、Au-X-Au（X = 1-3）はほぼ等しい伝導度を示した

のに対して、Au-2-Auおよび Au-3-Auの伝導度分布は Au-1-Auに比べてそれぞれ 2/3倍、1/3倍程

度狭くなった。発表では理論計算を踏まえてディスカッションを行う。 
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